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 ≪鉄道事業≫ 
・４月は対計画、対前年を上回ったが、５月は伸びが悪くなっている（５月時

点で対計画９９．４％）が、対前年は１００％を超えている。 

・今年度の滑り出しは順調だが一部の品目に落ち込みが見られ気は抜けない。 

・しかし、モーダルシフトの流れがまだまだ続き、荷主の獲得も実績があがっ

ているので、２７年度の計画は達成できると考えている。 

≪関連事業≫ 
・幹部社員の逮捕について改めてお詫び申し上げる。現場で頑張る社員に対する

裏切り行為であった。全力で再発防止に努める。 

・開発可能用地の生み出しが難しく、非常に厳しい状況。 

・倉庫の買収などを検討して収入拡大に努める。 

 

 

 

≪これに対して組合からは≫ 
・計画が達成出来るのは間違いなく現場で働く組合員の頑張りがあるからこそ！会社は

この努力に報いるべき！ 

・現場では収益が上がっているのを実感できない。失望させないためにも還元するべき。

という事を改めて会社に通告し交渉を終えました。 次回交渉は５月２９日です。 

 

 


